
ＪＲ東海労働組合

ユニオン組合員からの応援メッセージ！

はじめまして。私は平成採用のＪＲ東海社員です。所属組合はＪＲ東海ユニオンです。本当に「家

族の幸せ」「社員の幸せ」を考えていない御用組合の「ユニオン運動」には何も興味はありません。

貴労働組合のＨＰを見て参考になればと思いメールしました。

東海労ニュース９０４号をはじめとする「ロッカー内のカバンが盗み見られる」の件です。

私は某地区の現業社員なのですが、非現業の社員が「監査」と称して各ロッカーや引き出しを開

けるチェックがありました。職場のロッカーというロッカーはすべて開けて中身をチェックしてい

ました。個人貸与の引き出しも当然チェックの対象で私の場合は「レターケース」をチェックされ

ました。

その日は私物がそのレターケースに入っており、後で「私物はレターケースに入れるな」と指摘

を受けました。

また聞いた話ですが、他の職場では某課長による「監査」で休憩室の冷蔵庫の中を開け、ペット

ボトル飲料のキャップを空けて酒が入っていないか匂いを嗅いでチェックをしていたそうです。

異常としか言えません。

そしてＪＲ東海という会社の「防犯カメラ」の認識は『当社のビデオ機器は、銀行、コンビニの

ＴＶカメラと性格、目的が異なる。警察関係者は一般論としてみるので当社の考え方と相違点があ

るため、取扱いに十分注意すること』と２００２年に某地区非現業社員が見解をＪネットで出して

います。ということは「防犯」ではなく「監視」なのです。

現に、ビデオ機器を使用してその映像内容を某課長が某職場の社員の作業取り扱い誤りの調査・

事情聴取のネタにしていたことが過去にありました。

「防犯カメラの認識」はＪネットメール文章で証拠があります。

ＪＲ東海労さんとは直接関係の無い職場での出来事を記憶をたどって文章化したまでです。参考に

なればと思います。

ユニオン組合員の方から送られてきたメール

とＪネットの文章です。このＪネットの文章

からして、職場のカメラは防犯にあらず監視

のためである！ということがあきらかです。

メールをくださった方も異常な会社とそして

ユニオンに危惧しています。

ユニオン組合員の皆さん、どしどし情報をく

ださい。異常な職場を共に糾しましょう！


